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鹿野  
  

品名 系 統 連 系 用 地 絡 過 電 圧 継 電 器  

形式  TVG-DV3１  

平成 27 年 8 月 4 日  
令和 5 年 8 月 25 日 (a)  

１ ． 適 用 範 囲  

  本仕 様書は、 6.6kV ま たは 3.3kV 高圧受変 電設 備の 一 次側に おけ る地 絡 事故電

圧を 検出して 、警 報出力を 行う地 絡過電圧 継 電器（ＯＶ ＧＲ）に関す る もの で す。 

  本 器 は 太 陽 光 発電 設 備 等 パ ワ ー コ ンデ ィ シ ョ ナ （ Ｐ Ｃ Ｓ ） を 用 い た 分 散 電源の

系 統 連 系設 備 に必 要な 地 絡 過 電 圧 継電 器 機 能 、 お よ び 系統 連 系 規 定 に お い て 商 用

電 源 使 用時 に 求め られ る 、 商 用 電 源の 停 電 発 生 時 に 必 要な 保 護 継 電 器 の 停 電 補 償

バッ クアップ 機能を有 しており ます。  

  更 に 、こ の 度 のバ ー ジ ョ ンア ッ プ で、 Ｏ Ｖ Ｇ Ｒ 出 力 接 点は ２ Ｃ ラ ッ チ 接 点 とす

る こ と に よ り、 パ ワー コ ン デ ィ ショ ナ の各 種 仕 様 に 柔 軟 な 対 応 を 可 能 と す る と と

も に 、 外 部 で構 成 して い た 接 点 増幅 や 、手 動 復 帰 時 の 自 己 保 持 回 路 を 不 要 と す る

こと ができま す。  

  ま た 、 不 足 電 圧継 電 器 （ Ｕ Ｖ Ｒ ） 機能 を 内 蔵 し て お り ま す の で 、 電 源 系 統の電

源 喪 失 検 出 も可 能 とし ま し た 。 この 出 力接 点 は ｂ 接 点 を 常 時 励 磁 式 で 用 い る こ と

によ り、通常時「開」、電 源電圧 低 下および 電源喪 失 時「閉」と な るの で 、電圧低

下お よび電源 喪失時と も検出が 可能です 。  

 

２ ． 準 用 規 格  

 JEC-2500  電力用保護継電器  

 JEC-2511  電圧継電器  

 JIS C 4609 高圧受電用地絡方向継電器  

 

３ ． 定 格   

 （ １） 組合 せ零相基 準入 力装 置： ＺＰＤ－ ２、 又 はＺ ＰＤ－３形 （ 泰和 電気製）  

定格 完全地絡 零相電圧 ：３，８ １０Ｖ（ 系統電圧 ６．６ ｋＶ）  

 （ ２） 定格 周波数      ：５０／６０Ｈ ｚ 切換（ ディップ ス イッチ 設定）  

 （ ３） 制御 電源電圧     ： ＡＣ／Ｄ Ｃ１１ ０ Ｖ共 用  
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４ ． 一 般 仕 様 ・ 機 能 仕 様  

項      目  仕        様  

制御 電源電圧 範囲  ＡＣ８ ５－１ ２６．５ Ｖ 、ＤＣ ７５－１４ ３Ｖ共 用  

周波 数  ５０／ ６０Ｈ ｚ切替（ デ ィップ スイッチ設 定）  

使用 温度範囲  -20℃～ +60℃  

停電 後の動作 補償時間  ５ 秒以 上 (制御 電 源ＡＣ ８５ Ｖ以 上 よりの停電 時 ) * 1 

保存 温度範囲   -20～ +70℃  

組合 せ零相基 準入力装 置  Ｚ ＰＤ －２ 、 又はＺＰＤ － ３形  

完全 地絡時の 零相 1 次 電圧  ３， ８１０Ｖ （系統電 圧６．６ ｋＶ）  

耐電 圧  電気回 路一括 対地間   ＡＣ２ ｋＶ  １分 間  

電気 回路相互 間     ＡＣ２ ｋＶ  １分 間  

リレ ー出力接 点間     ＡＣ１ ｋＶ  １分間  

絶縁 抵抗  電 気 回 路 一 括 対 地 間  Ｄ Ｃ ５ ０ ０ Ｖ メ ガ  １ ０ Ｍ Ω 以 上  

電 気 回 路 相 互 間    Ｄ Ｃ ５ ０ ０ Ｖ メ ガ  １ ０ Ｍ Ω 以 上  

リ レ ー 出 力 接 点 間    Ｄ Ｃ ５ ０ ０ Ｖ メ ガ  １ ０ Ｍ Ω 以 上  

入力  リレー ロック ＤＩ入力  １ 点  

電圧 入力：入 力電圧Ａ Ｃ／ＤＣ １１０Ｖ 共用  

接

点

出

力  

地絡 過電圧継 電器   無電 圧２ｃラ ッチ接点 （手動 /自動 復帰選択 ） ＊ ２  

装 置 異 常 (自 己 診 断 出 力 ) 無電 圧１ a 接 点  

停電 ・不足電 圧検出  

(停電 /復電検 出出力 ) 

無電 圧１ｂ接 点（常時 励磁式： 電圧正常 時「開」、   

不足 電圧・停 電時「閉 」．）  

表

示  

ＬＥＤ表示  RUN、リレー動作、リレーロック入力  

7-SegLED 数値表示  計測値、整定値、他  

押釦 スイッチ  強制動 作スイ ッ チ  

Dig ス イッ チ  表示切 替選択 /動作 電圧 (%)整定 /動作 時間 (s)整定  

Dip ス イッ チ  動 作 切 替 選 択 (周 波 数 、 自 動 /手 動 復 帰 、 ロ ッ ク 解 除

時間 ) 

外形 寸法  W155×H160×D118(ﾊﾟﾈﾙ面よ りの奥 行 き )、  

盤取 付け穴寸 法：Φ 142 

取付 方式  パネ ル面埋込 形  

消費 電力  AC110V 常時：約 1.5VA、継 電器動作 リ レー出 力時：約 2.8VA 

DC110V 常時 ：約 1.0W、継電器動作 リ レー 出 力時： 約 1.9W 

質量  約０ ．８ｋｇ  

 ＊１  制 御電 源がＤＣ は適 用 外。  

 ＊ ２  ２ C 接 点 はラッ チ 形リ レー です。 こ れによ り手動復帰 選択時 は、本 器の制

御電 源が消失 した後も 、事故時 の出力状 態を保持 します 。尚、復帰 操 作は

継 電 器 が 通 電 (停 電 バ ッ ク ア ッ プ 中 も 含 む )状 態 の と き の み 有 効 と な り ま

す。  
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５ ． 保 護 特 性 仕 様  

5． 1 地 絡 過 電 圧 継 電 器 （ Ｏ Ｖ Ｇ リ レ ー ）  

項      目  仕        様  

動作 値（％）  2-2.5-3-3.5-4-4.5-5-6-7.5-10-12-15-20-25-30％ -ロ ッ ク  

動作 時間（ｓ ）  0.1-0.2-0.3-0.4-0.5-0.6-0.7-0.8-0.9-1-1.2-1.5-2-2.5-3-5s 

リレ ーロック  

ＤＩ 入力 *３  

電圧 入力形  入力電圧 ：Ａ Ｃ／ ＤＣ １１０Ｖ 共用  

ＯＮ 電圧： AC35V 以上 AC65V 以 下 、 DC35V 以 上 DC65V 以 下  

リレ ーロック  

解除 時間 *４  
遅延 (1s)／瞬 時 (0.1s 以 下 ) 選択可  

リレ ー出力接 点  無 電 圧２ ｃ 接点（手動 /自 動復帰 選 択）  

リレ ー出力の 復帰  手動 復帰／自 動復帰  選択 可  

保護 性能  

動作 値許容誤 差  保 護 継電 器 と ZVT(ZPD-2/3 形 )組合 せ：±２５％  

保護 継電器： ５Ｖ級  ±２Ｅ％ *５ （ JEC-2511 表 8 によ る）  

復帰 値  動作 値 の（ １ ００－６ Ｅ * 4）％ 以上  

動作 時間許容 誤差  整定 値の±５ ％（ 但し 、許 容誤 差の 下限値 は ±５ ０ｍｓ）  

復帰 時間  ２０ ０ ｍｓ ±５０ｍｓ 、但し min１秒 は出力継 続  

温度 特性  －２ ０ ℃～ ６ ０℃にお いて、 ２ ０℃における値 に 対し  

動作 値は±２ Ｅ％ * 4、動 作時間は ±５％の範囲  

周波 数特性  定 格 周波 数 の±５％に て 、定格 周波数に おける値 に対し  

動作 値は±２ Ｅ％ * 4、動 作時間は ±５％の範囲  

 

＊３リレ ーロック 入力端子 に電圧 を印加する ことで 、動作ロッ クでき ます。  

＊４リレ ーロック ＤＩ入力 解除後 にリレーロ ックを 継続するタ イマ時 間を設定 。  

  系 統 連 系 開 始 時 や 受 電 時 の 系 統 電 圧 の 電 圧 波 形 動 揺 等 に 起 因 す る 不 要 動 作 が

懸念 される場 合は、開 閉器の 52-b 接点等 と組合 せ 遅延 １ｓに設定 下 さい 。

(7 項図参 照 ) 

＊５ Ｅ =[2.3%＋｛ (定格値 )/(動作値整定値)×0.16%｝ ] 

 

 

5． 2 停 電 ・ 不 足 電 圧 継 電 器 （ UV リ レ ー ）  

項      目  仕        様  

動作 値  Ａ Ｃ ５ ５ Ｖ  固 定 （ 動 作 範 囲 Ａ Ｃ ４ ５ ～ ６ ５ Ｖ ）  

動作 時間（ｓ ）  ０ ． ５ ｓ ±５ ０ ｍ ｓ  

復帰 方式  自 動 復 帰 (固 定 ) 

復帰 値  ＡＣ ７ ０Ｖ 以 下  

          

JEC-2511  電 圧 継 電 器 「 表 ９  復 帰 値  地 絡 過 電 圧 継 電 器  ５ V 級 」 に 準 拠  
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5． ２  出 力 接 点 、 そ の 他 仕 様  

項      目  仕        様  

リレ ー出力接 点  閉路 電流  DC110V 15A DC220V 10A L/R=0ms 

開閉 電流  AC220V 2.2A cosφ＝ 0.4 

     DC110V 0.2A L/R=7ms 

装置 異常警報 出力接点  開閉 電流  AC125V 2A  AC250V 1A 

     DC30V 1A  DC110V 0.3A  

停電 ・不足電 圧出力接 点  
開閉 電流  AC125V 2A  AC250V 1A 

     DC30V 1A  DC110V 0.3A 

強制 動作スイ ッチ *６  地絡継 電器ト リ ップ出力 を強制 出力動作さ せます 。  

停電 後の動作 補償時間 *７  5 秒 以 上（制 御 電源電圧 範囲下 限 (AC85V)よりの 停電 ） 

自己 診断 *８  ①メモ リチェ ック   ② Ａ／Ｄ 変換精度チ ェック  

③増 幅回路チ ェック   

④停 電補償コ ンデンサ 容量チェ ック (電源Ｏ Ｆ Ｆ時 ) 

⑤二 重化リレ ー出力駆 動回路自 動点検 (24hr 毎 ) 

 ＊６ 誤操作出 力を防止 するた め、表 示切 替選 択 スイッ チで「 OVGR 強制動 作 」を選

択し た状態で スイッチ を操作し た時のみ 、該 当リ レー 接 点出力 を 行う 誤操 作防

止機 能を有し ておりま す。  

 ＊７ 本器は商 用電源が 停電後 も、内蔵し たバッ クアップ コンデン サにより 、 5 秒

間以 上保護継 電器とし ての動作 責務が可 能な設計 として います。 こ れによ り、

外 部 に 電 源 補 償 装 置 等 を 別 置 し な く と も 単 独 で 系 統 連 携 規 程 を 満 足 す る も の

とな っており ます。（制御電源がＤＣは適用外）  

 

 

 

 

  

＊８ 内部回路 の常時監 視・自動 点検 を組合せ た自 己 診断により 、万 一の部 品 故障

時の「 リレー接 点の誤 出 力防止 」と 装置異常 出力・表示 に よる警 報 によ り、運

転信 頼性向上 を図って おります 。  

参考 [系統連携規程 第2章 第2節 ８.その他 (6)制御電源]  

ｂ．商用電源を使用する場合は、次の条件を満足するものとする。 (a)リレー自身に電源を必要とするものは

商用電源が停電後リレーの動作責務が確実に行えるように停電補償がなされていること。 
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【動 作 タイムチャート】 

 
１） 自 動 復 帰 （制 御 電 源 遮 断 なし） 

       
 
 
 
 
 
 
 

①  地絡 事故発生  

②  動作 時間後、 ＯＶＧＲ 出力「閉 」し、地 絡動作表 示点灯 (自己保 持 ) 

③  地絡 事故復旧  

④  復帰 時間後、 ＯＶＧＲ 出力「開 」  

⑤復 帰スイッ チ操作で 動作表示 消灯  

 

２） 自 動 復 帰 （制 御 電 源 遮 断 あり）  
 
 
 
 
 
 
 
 

①  地絡 事故発生  

②  動作 時間後、 ＯＶＧＲ 出力「閉 」し、地 絡動作表 示点灯 (自己保 持 ) 

③  制御 電源停電 。  

④  地絡 事故復旧 したら、 復帰時間 後にＯＶ ＧＲ出力 「開」  

（高 圧側ＶＴ 又は低圧 側ＶＴ 2 次 より本器 の制 御電 源を とることに よ り、 制

御電 源が無く なるとい う事は系 統側が遮 断したこ とを意 味します 。系統側 が

遮断 すると、地 絡事故電圧 もなく なります 。本 器の機能 としては 停 電バッ ク

アッ プ機能に より、そ の時間 内は地絡 事故検出 ／復旧動 作を継続 し て行い ま

す。 尚、ＯＶ ＧＲ動作 時の出力 は最小 1 秒間 (拡 幅機 能 )出力を継続 し ます 。 

⑤  動作 時間後、 ＵＶＲ出 力「閉」  

⑥  制御 電源復電 。地絡動 作表示は 再点灯  

⑦  復電 に伴い、 ＵＶＲ出 力「開」（自 動復帰）  

⑧  復帰 スイッチ 操作で地 絡動作表 示消灯  

 

制御電源  
地絡事故  
OVGR 出力  
UVR 出力  
地絡動作表示  
復帰スイッチ  
 

制御電源  
地絡事故  
OVGR 出力  
UVR 出力  
地絡動作表示  
復帰スイッチ  
 

①  ②       ③④        ⑤  

①  ②      ③④⑤  ⑥⑦     ⑧  



 

 
整理 番号  

１ １ ０ ３ -112ａ  

6 
  9 

【動 作 タイムチャート】 

 

３） 手 動 復 帰 （制 御 電 源 遮 断 なし） 

       
 
 
 
 
 
 
 

①  地絡 事故発生  

②  動作 時間後、 ＯＶＧＲ 出力「閉 」し、動 作表示点 灯 (自己保持 ) 

③  地絡 事故復旧  

④  復帰 スイッチ 操作で ,ＯＶ Ｇ Ｒ出力 「開」、動 作表 示 消灯  

 
 
４） 手 動 復 帰 （制 御 電 源 遮 断 あり） 

 
 
 
 
 
 
 
 

①  地絡 事故発生  

②  動作 時間後、 ＯＶＧＲ 出力「閉 」し、動 作表示点 灯 (自己保持 ) 

③  制御 電源停電 。地絡動 作表示消 灯  

④  動作 時間後、 ＵＶＲ出 力ＯＮ  

⑤  制御 電源復電 。地絡動 作表示は 再点灯  

⑥  復電 に伴い、 復帰時間 後、ＵＶ Ｒ出力「 開」  

⑦  復帰 スイッチ 操作でＯ ＶＧＲ出 力「開 」，動作 表 示消 灯  

 
(注 )制御電源が停電中は、ＯＶＧＲ出力と動作表示の復帰は出来ません。復

電後に復帰スイッチ操作を行ってください。  
 
 
 

 

制御電源  
地絡事故  
OVGR 出力  
UVR 出力  
地絡動作表示  
復帰スイッチ  
 

制御電源  
地絡事故  
OVGR 
UVR  
地絡動作表示  
復帰スイッチ  
 

①  ②        ③             ④  

①  ②      ③  ④  ⑤⑥     ⑦  
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６ ． 内 部 ブ ロ ッ ク 図  

 

 

 

2C 接 点  

OVGR  

出 力  

1b 接 点 注 1  

UVR 出 力  

1a 接 点  

監 視 異 常  

注１ ．  ｂ接点 常 時励磁 式。常時 出力「開 」、 低電圧 時 (UVR)・停 電時  

出力 「閉」  

 

TVG-DV3１ 形  

Ub  

Z PD -2 

又 は Z PD - 3 
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７ ． 外 部 接 続 図  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

８ ． 外 形 寸 法 図  

 
 
 
 
 
 
 
 
         カバー  
 
 
        フロントカバー  
 
 
    
   
 
 
                      取 付 穴 加 工 寸 法 図  

 

 

 

 

 

出 荷 時 は 右 開 き

(右 支 点 )  

左 開 き に 取 付 変

更 も 可 能  

  

 

端 子 カバー付  

 

 

 

2C 接 点  

OVGR  

出 力  

1a 接 点 出 力  

監 視 異 常  

1ｂ接 点  

UVR 出 力  

(常 時 励 磁 )  
 

Φ14 2 穴  

Ub  

Z PD -2 又 は Z PD -3 
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９ ． 保 護 特 性 図  

 

 地 絡 過 電 圧 継 電 器 （ Ｏ Ｖ Ｇ Ｒ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【変更履歴】  

年月日  ｲﾝﾃﾞｯｸｽ  変更内容   

2023.8 .25 ａ  ZPD-3 追記（ ZPD-2,ZPD-3 並記）  鹿野  

    

    

    

    

    
 

 

 

Vo 電 圧  

時

間  

  

Vos 

ｔs  

Voｓ 

Vo 電 圧  0 

Vos：動 作 値 整 定 値  

ｔs  ：動 作 時 間 整 定 値  

（ 灰 色 部 ： 動 作 ） 

 


